
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和7年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 1 科目 2 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

学部・学科によって、修了要件は相違しない

数学の世界

授業科目

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘル
スケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目

数学の世界

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目

数学の世界

授業科目

様式１

授業科目

数学の世界

授業科目

名古屋葵大学

データの基礎と統計プログラム

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について

「数学の世界」1科目2単位を修得すること。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

講義内容

【第1回授業】
第4次産業革命, Society5.0, データ駆動型社会, IoT, AI

【第1回授業】
AI最新技術の活用例, AI等を活用した新しいビジネスモデル

【第4回、第5回授業】
構造化データ, 非構造化データ, オープンデータ, ビッグデータ, 1次データ, 2次データ, データのメタ化

【第1回授業】
データ・AI活用領域の広がり, 物流, 販売, マーケティング

【第2回、第6回、第13回授業】
パターン発見, データ可視化,

【第2回授業】
流通, 製造, 金融, 公共, ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介

授業科目

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社会
変化（第４次産業革
命、Society 5.0、データ
駆動型社会等）に深く
寄与しているものであ
り、それが自らの生活
と密接に結びついてい
る

授業に含まれている内容・要素

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

選択項目 授業科目

数学の世界

授業科目

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

選択項目

数学の世界

授業科目

4-1統計および数理基礎
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【第3回授業】
情報セキュリティの3要素(機密性、完全性、可用性）,暗号化と復号, パスワード, アクセス制御, 情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介

【第4回授業】
データの種類（量的変数、質的変数）, データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）, データのばらつき（分散、標準偏差）, 相関と
因果（相関係数）, クロス集計表, 母集団と標本抽出

【第6回～第14回授業】
データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図）

【第5回授業】
データの取得, データ解析ツール（スプレッドシート）,

【第3回授業】
倫理的、法的、社会的課題（ELSI：Ethical,Legal and Social Issues）, データ倫理：データのねつ造, 改ざん, 盗用, プライバシー保護

①社会で起きている変化とデータサイエンス、および、その基礎となる確率・統計を学ぶ意義を理解し、どのようなデータが集められ、AI
の活用により、どのような価値を創出しているかをその方法の概略とともに理解している。
②データの種類についての知識を持ち、確率・統計の理論を基にしてデータを読み、説明するための方法を身近なデータで運用すること
ができる。
③データ駆動型社会におけるデータの取り扱いに関する倫理および脅威について理解している。

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする
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様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 0 人 女性 1580 人 （ 合計 1580 人 ）

（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

家政学部 286 120 400 7 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 2%

児童教育学部 77 120 120 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

文学部 265 0 600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

健康科学部 818 240 1,000 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0%

医療科学部 134 80 240 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

#DIV/0!

#DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 1,580 560 2,360 8 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0%

令和5年度 令和4年度

名古屋葵大学

令和3年度

リテラシーレベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和6

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和6年度 履修者数
合計 履修率学生数

令和2年度 令和元年度
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大学等名

① 全学の教員数 117 人 （非常勤） 132 人

② プログラムの授業を教えている教員数 1 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

名古屋葵大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

名古屋女子大学 教務委員会規程

　教務委員会は教育課程の編成及び履修に関する事項、授業計画、授業時間及び試験実施
に関する事項、その他教務に関する重要事項について調整を図る場所であり、さらに作業部会
として教養教育検討専門部会を設置している。教務委員会で「数理・データサイエンス・AI教育
プログラム認定制度」への申請等を確認し、教養教育検討専門部会で教育内容の確認および
教育効果を確認していく。

学生支援センター長　岩月　久史
健康科学部長　　 久保 金弥教授
医療科学部長　　 竹田　徳則教授
家政学部長　　　　小町谷　寿子教授
児童教育学部長　服部　幹雄教授

名古屋女子大学 教務委員会

岩月　久史 学生支援センター長

岩月　久史 学生支援センター長

(常勤）
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⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 4%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 2,360

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

8%

　対象科目は全学共通科目であるため、時間割上の全学共通科目のゾーンの時間帯に開講し
ており、2年生以上の学生であれば全員が履修可能である。現在は履修者数が少ないため、1
コマ開講しているだけだが、履修者数が60名を超える場合には、開講コマ数を増加して履修希
望者全員が履修できるようにする。

　学生の履修は時間割の影響が大きい。全学共通科目のゾーンの時間帯の中で、できるかぎ
り多くの学生が履修しやすい時間に設定し履修を促進する。また、前期の履修登録時にポータ
ルサイトを使用して履修対象学生に周知するが、対象科目は後期開講科目であるため、後期
の履修登録時にも再度周知する。

0%

6%

1%

　該当科目は全学共通科目であり、2・3年生対象の選択科目として開講している。女子学生は
数学を不得手とすることが多いため、履修者数の少ない状態だが、令和7年度から共学化する
ことにより、男子学生が入学してくるため、数学を履修する学生も増える見込みである。また、
履修者数を増加するための取り組みとして、これからの時代に必要になるデータの活用やAIの
活用を学ぶことができること、文部科学大臣が認定した優れた内容であることを学生に周知す
ることで、履修者数が向上するよう取り組んでいく。さらに令和7年度からは入学生に配布する
「履修の手引き」にプログラムについて掲載し、周知を強化する。

具体的な計画
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⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

　学生がWeb履修登録後に、指導教員(クラス担任)が履修登録状況を確認して指導し、履修登
録を修正できる期間を設けている。また、出席管理システムを使用して出席を確認しており、指
導教員は担当クラスの学生の出席状況を確認できるようになっている。欠席が3回以上になる
とアラートメールが学生、指導教員、授業担当教員に送信され、指導教員が学生をサポートで
きる体制を整えている。また、図書館には参考図書とともに関連分野の書籍を整備している。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

　授業時間内での質問受付とともに、全授業でLMSを使用しているため授業時間外でも学生は
質問をして、回答を受け取ることができる。また、オフィスアワーを利用して担当教員の研究室
に質問に行くことも可能である。



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 名古屋葵大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 越原　もゆる （役職名） 委員長　学長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

　全学的に実施している授業評価アンケートにおいて、「授業の内容はわかりやすいものだったか」「授業の到達目標
を達成できたと思うか」の設問を設けて、学生の理解度を調査している。令和6年度の評価はどちらの設問も4点満点
中3.71点と評価が高かった。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

　全学的に実施している授業評価アンケートにおいて「授業内容に興味関心が持てたか」、「授業を総合的に見たとき
の満足度」の設問を設けて、学生の関心と満足度を調査している。令和6年度の評価はどちらの設問も4点満点中3.86
点と評価が高かった。他の学生への推奨度は調査項目に含まれていないため、今後調査方法を検討していく。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

　これからの時代に必要な知識であること、企業が求める能力であることなどを履修対象学年だけではなく、下級履修
が可能な上級学年に向けても周知して、履修者数が増加するよう努めていく。

学修成果

　この授業の学修成果となる到達目標は、データ分析・活用の方法を身につけ、課題を解決できるようにすることであ
る。よって、まずはデータサイエンスの基礎となる確率・統計の理解を深める必要がある。実際の授業では、データ分
析の基礎となる確率と、記述統計・推測統計の知識を、自ら手を動かし実例の演習問題に取り組みながら学ぶことが
できた。また、データを取り扱う上での倫理と、データ駆動型社会における脅威についても学んだ。コンピュータ演習室
における実習では、各学生が自ら設定した課題を基に、実際のデータを用いた探索的なデータ分析作業を行った。気
象データ、経済データなど、データの取得も学生自ら行った。訪日外国人観光客数と日本からの海外旅行者数の年別
データには相関があることを発見した学生もいた。学生は熱心に取り組み、PowerPointによりその成果をLMS上に発表
した。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

　全学共通科目として開講している「数学の世界」は、履修対象者760名に対し、わずか8名の履修者となった。授業の
時間帯が９・１０限であり、他に3科目選択肢があることも影響している可能性がある。今後は学生へのプログラム周知
を重点的に実施していく予定である。

自己点検・自己評価委員会
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自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

　学生による授業評価アンケートでは、「授業の内容が分かりやすかったか」「教材は授業内容に照らして適切だった
か」「教員に授業への意欲が感じられたか」の設問を設けて、授業内容、授業実施方法に関する調査を実施している。
それらの評価と自由記述から、授業担当教員は授業を改善している。また学部長等による授業参観や教員間の授業
参観を実施し、他の教員の授業を参観することで授業水準の向上に努めている。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

　このプログラムは令和6年度から開始のため、まだプログラム修了者が卒業していない。令和7年度がプログラム修
了者の初めての卒業年度となるため、卒業生と企業へのアンケートを実施しているキャリ支援オフィスと連携し、プログ
ラム履修者の進路や企業の評価を把握できるよう、調査方法について検討していく。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

　キャリア支援部門において、毎年複数名が就職した企業に対して、卒業生の業務能力の評価や企業から見た大学教
育に関するアンケートを実施している。また卒業後2年経過した卒業生を対象として、卒業後の状況に関する調査を実
施している。今後それらの企業アンケートおよび卒業生アンケートの結果を確認、分析するとともに、連携協定を結ん
でいる地方自治体に、教育課程の点検・評価の依頼を検討していく。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

　「数理・データサイエンス・ＡＩ」が暮らしの中で使われている事例やデータを使用することで、学修内容が身近なもので
あることを知り、学生の興味、関心を引きつける授業内容となっている。また、専門分野のデータを使用することで、卒
業後も役立つことを知り、学ぶことの意義を見出すことができるようになっている。


